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永
平
寺
勅
使
門
と
大
久
保
勘
左
衛
門

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

吉
田
郡
永
平
寺
町
志
比
に
あ
る
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
の
勅
使
門
（
唐
門
）

は
、
同
寺
を
代
表
す
る
建
物
と
し
て
県
内
外
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
や
書
籍
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
（
写
真
１
）。
こ
の
勅
使
門
は
永
平
寺
大
工
で
、
棟
梁
職
免

許
状
を
受
け
た
大
久
保
勘
左
衛
門
が
手
掛
け
た
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
そ
の
た
め
、

勘
左
衛
門
が
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
手
掛
け
た
越
前
市
大
滝
町
の
重
要

文
化
財
大
滝
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
の
細
部
彫
刻
は
良
く
似
て
い
る
と
さ
れ
て
い

る
が
、
細
部
の
ど
の
部
分
が
ど
の
よ
う
に
似
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

は
い
な
い
。
一
般
に
県
内
の
江
戸
時
代
初
期
建
物
は
大
工
が
彫
物
も
担
当
し
て

い
た
と
い
う
が
、
彫
物
が
多
用
さ
れ
る
江
戸
時
代
後
期
以
降
に
は
大
工
が
担
当

す
る
虹
梁
の
絵
様
と
は
異
な
り
、
向
拝
の
頭
貫
木
鼻
や
中
備
の
蟇
股
・
懸
魚
の

彫
物
は
彫
物
師
が
手
掛
け
て
い
る
。
永
平
寺
で
は
勅
使
門
の
彫
物
を
は
じ
め
光

明
蔵
式
台
（
現
祠
堂
殿
向
拝
）・
中
雀
門
の
頭
貫
木
鼻
・
虹
梁
・
懸
魚
の
彫
刻

は
永
平
寺
大
工
で
は
な
く
、
彫
物
師
が
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い

る（
（
（

。
も
っ
と
も
江
戸
時
代
末
期
の
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
建
立
さ
れ
た
正

覚
寺
本
堂
（
越
前
市
）
の
懸
魚
は
、
大
工
の
大
久
保
勘
左
衛
門
が
手
掛
け
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。
一
方
、
大
久
保
勘
左
衛
門
の
子
孫
で
あ
る
大
久

保
洋
一
家
に
は
永
平
寺
勅
使
門
を
先
祖
勘
左
衛
門
が
手
掛
け
た
と
伝
わ
っ
て
い

る（
（
（

。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
明
確
な
根
拠
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
た

め
か
近
年
刊
行
さ
れ
た
『
永
平
寺
建
造
物
調
査
報
告
書
』（

（
（

の
勅
使
門
に
は
、
再

建
時
の
彫
物
師
名
は
み
ら
れ
て
も
大
工
に
関
す
る
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
十
七
代
大
久
保
勘
左
衛
門
喜
角
が
残
し
た
覚
書（

（
（

を
調
査
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
勅
使
門
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
一

部
み
ら
れ
た
。
本
稿
は
こ
の
史
料
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
大
久
保
勘
左
衛
門

の
天
保
九
〜
十
年
の
仕
事
状
況
を
調
査
し
、
そ
の
記
述
の
信
憑
性
を
確
認
し
、

勅
使
門
が
天
保
十
年
頃
に
は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
勅
使

門
の
建
設
に
大
久
保
勘
左
衛
門
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上

永
平
寺
勅
使
門
と
大
久
保
勘
左
衛
門　
―
大
久
保
勘
左
衛
門
家
史
料
の
研
究
（
二
）
―

国　

京　

克　

巳
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で
大
久
保
勘
左
衛
門
が
ど
の
程
度
勅
使
門
建
立
に
関
わ
っ
て
い
た
か
を
勅
使
門

の
虹
梁
に
彫
ら
れ
る
錫
杖
彫
の
考
察
か
ら
推
論
す
る
。

　
　
　

一
．
大
久
保
勘
左
衛
門
家
史
料

　

大
久
保
勘
左
衛
門
家
は
永
平
寺
町
志
比
の
大
本
山
永
平
寺
門
前
の
大
工
村
に

住
み
、
代
々
大
工
を
勤
め
た
家
柄
で
、
十
七
代
喜
角
、
十
八
代
喜
高
、
十
九
代

久
馬
、
二
十
代
嘉
夫
、
二
十
一
代
現
当
主
の
洋
一
氏
と
続
く（

（
（

。
十
九
代
久
馬
の

時
に
福
井
市
の
現
在
地
に
転
居
し
、
二
十
代
嘉
夫
ま
で
大
工
を
職
業
と
し
て
い

た
。
当
家
の
十
七
代
喜
角
よ
り
前
は
檀
家
寺
の
過
去
帳
が
焼
失
し
て
い
て
不
明

で
あ
る
が
、
志
比
（
永
平
寺
）
大
工
の
祖
と
い
わ
れ
る
家
系
の
玄
源
左
衛
門
家

か
ら
分
家
し
た
家
と
伝
わ
る
。
以
下
で
は
単
に
勘
左
衛
門
と
は
十
七
代
勘
左
衛

門
喜
角
を
さ
す
。
勘
左
衛
門
の
残
し
た
覚
書
は
天
保
九
年
か
ら
安
政
五
年
ま
で

の
十
四
冊
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
天
保
九
年
よ
り
以
前
の
勘
左
衛
門
の
動
向

や
事
績
は
わ
か
ら
な
い
。「
嘉
永
四
辛
亥
歳
改　

歴
代
先
祖
精
霊
記
」（

（
（

に

よ
れ
ば
、
勘
左
衛
門
は
安
政
六
年
正
月
十
一
日
に
五
十
九
歳
で
死
亡
し

て
い
る
か
ら
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
頃
生
ま
れ
で
、
天
保
九
年
当
時
、

三
十
八
歳
前
後
で
あ
っ
た
。
覚
書
に
よ
れ
ば
、
天
保
九
年
以
降
か
ら
死
亡

す
る
ま
で
に
福
井
近
在
の
民
家
、
今
立
大
滝
（
現
越
前
市
）
の
大
滝
神
社

本
殿
及
び
拝
殿
、
敦
賀
沓
見
の
龍
谷
寺
、
四
ケ
浦
（
現
越
前
町
）
の
齢
久

寺
、
廚
（
現
越
前
町
）
の
西
徳
寺
、
府
中
（
現
越
前
市
）
の
正
覚
寺
・
大

宝
寺
、
福
井
の
西
山
光
照
寺
・
照
護
寺
、
清
水
頭
（
現
越
前
市
）
の
本
山

豪
摂
寺
、
寮
（
現
福
井
市
）
の
勝
縁
寺
な
ど
の
建
物
建
設
に
関
わ
っ
て
い

る
。
覚
書
の
内
容
は
勘
左
衛
門
が
日
々
支
出
し
た
費
用
の
内
訳
、
仕
事
に

行
っ
た
場
所
と
月
日
、
彼
の
元
で
働
い
た
大
工
の
日
々
の
仕
事
先
そ
し
て

出
面
合
計
、
入
金
先
と
そ
の
金
額
、
永
平
寺
大
工
の
役
金
記
録
、
寺
院
本

堂
の
木
割
や
仕
様
書
な
ど
で
あ
る
（
写
真
２
）。
弘
化
以
降
の
覚
書
に
な

る
と
、
仕
事
先
ご
と
に
整
理
さ
れ
て
、
支
出
や
大
工
出
面
も
大
工
ご
と
に

記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
日
常
の
支
出
は
ま
だ
頻
繁
に
み
ら

れ
る
。
こ
の
理
由
は
覚
書
を
単
な
る
大
工
の
出
面
管
理
や
工
事
に
関
す
る

写真１　永平寺勅使門外観

写真２　「（仮）天保九・十年覚」（大久保洋一蔵）
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入
金
支
払
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
金
銭
出
納
帳
と
し
て
も
使
っ
て
い
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
家
族
の
死
に
伴
う
葬
儀
費
用
、
旅
先
の
宿

代
や
弁
当
代
、
船
賃
、
土
産
代
も
み
ら
れ
る
。
日
々
の
支
出
で
は
、
あ
ん
ま
、

み
か
ん
、
ふ
と
ん
料
、
せ
ん
た
く
料
、
湯
銭
、
酒
、
さ
か
な
、
紙
、
赤
飯
、
団

子
、
草
履
、
わ
ら
じ
、
小
使
（
こ
ず
か
い
）
な
ど
日
常
生
活
に
必
要
な
も
の
の

代
金
、
紙
、
筆
、
す
み
、
釘
抜
き
、
鉋
な
ど
大
工
道
具
類
の
代
金
も
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
日
常
品
が
多
い
の
は
、
勘
左
衛
門
の
主
な
仕
事
先
が
本
拠
地
の
永

平
寺
で
は
な
く
て
福
井
の
宿
を
拠
点
に
、
永
平
寺
か
ら
福
井
に
か
け
て
の
近
隣

地
域
の
民
家
や
社
寺
、
さ
ら
に
は
遠
方
の
府
中
・
五
個
・
敦
賀
な
ど
の
社
寺
に

お
よ
ん
で
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
志
比
で
も
仕
事
を
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
数
は
少
な
い
。
な
お
、
覚
書
に
は
安
政
四
年
正
月
か
ら
三
月
に

か
け
て
伊
勢
や
金
比
羅
な
ど
各
地
を
参
詣
し
た
旅
記
録
も
あ
る
。

　
　
　

二
．「（
仮
）
天
保
九
年
・
十
年
覚 

」
と
勅
使
門

　

勅
使
門
の
記
載
の
あ
る
覚
書
は
、
表
題
の
墨
書
き
は
ほ
と
ん
ど
消
え
て
不
明

で
あ
る
。
こ
の
覚
書
は
天
保
九
年
、
十
年
に
関
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
一

部
に
同
十
二
年
の
記
録
が
み
ら
れ
る
（
以
後
こ
の
覚
書
を
「（
仮
）
天
保
九
・
十

年
覚
」
と
称
す
る
）。
当
初
の
一
月
・
二
月
の
内
容
は
、
勘
左
衛
門
が
日
々
支

出
し
た
費
用
内
訳
と
仕
事
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
大
工
の
仕
事
先
と
日
当
金
額

が
混
ぜ
て
記
載
さ
れ
、
見
辛
い
。
勘
左
衛
門
が
ど
こ
で
仕
事
を
し
て
い
た
の
か

は
二
月
中
旬
ま
で
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ
の
後
の
仕
事
先
と
出
面
は
日
々
の
支

出
と
は
分
け
て
日
ご
と
に
人
工
数
で
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
覚
書
が
天
保

九
年
正
月
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
内
容
が
二
ヶ
月
程
過
ぎ
て
か

ら
多
少
整
理
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
以
前
は
こ
の
よ
う
な
覚
書
が
な

か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。「（
仮
）
天
保
九
・
十
年
覚
」
は
年
・
月
は
前
後

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
部
分
、
あ
る
い
は
個
別
と
月
末
合
計
と
重
複
し
て
い
る

部
分
も
み
ら
れ
る
が
、
ほ
ぼ
記
載
内
容
は
月
日
順
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
墨

の
濃
淡
の
状
態
や
書
き
方
か
ら
毎
日
記
載
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の

日
数
を
ま
と
め
て
書
い
た
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「（
仮
）
天
保
九
・
十
年
覚
」
か
ら
勘
左
衛
門
の
日
々
の
仕
事
先
を
整
理
し
、

天
保
九
年
を
表
１
、
天
保
十
年
を
表
２
に
し
た
。
天
保
九
年
の
仕
事
先
を
み
る

と
、
正
月
か
ら
二
月
前
半
は
分
か
ら
な
い
が
、
手
伝
大
工
の
仕
事
先
が
安
田
や

江
村
で
あ
る
か
ら
同
じ
仕
事
先
と
考
え
ら
れ
る
。
二
月
後
半
の
一
鳳
、
三
月
の

道
修
町
小
西
利
助
、
四
月
の
伝
馬
、
梅
、
林
右
衛
門
、
い
せ
や
、
し
さ
、
閏
四

月
の
あ
わ
ざ
、
鳳
林
寺
、
五
月
上
旬
の
安
堂
寺
町
で
あ
る
。
そ
の
後
二
十
日
程

不
明
で
、
五
月
下
旬
か
ら
八
月
中
旬
ま
で
の
御
本
山
、
そ
の
後
の
杉
谷
、
篠
尾

の
弥
三
右
衛
門
、
佐
五
衛
門
、
吉
左
衛
門
で
あ
る
。
道
修
町
、
安
堂
寺
町
は
福

井
や
そ
の
近
辺
の
越
前
の
地
名
に
は
み
ら
れ
ず
、大
坂
の
地
名
に
あ
る
。
ま
た
、

鳳
林
寺
も
大
坂
の
曹
洞
宗
寺
院
に
そ
の
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
勘
左
衛
門
は

正
月
か
ら
五
月
上
旬
ま
で
大
坂
で
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た

め
、
湯
銭
や
ふ
と
ん
料
が
頻
繁
に
出
て
く
る
こ
と
、
さ
ら
に
本
山
永
平
寺
の
仕

事
に
か
か
る
前
の
五
月
中
旬
の
仕
事
先
記
録
が
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
二

月
後
半
の
仕
事
先
に
み
ら
れ
る
一
鳳
は
大
坂
の
絵
師
森
一
鳳
の
活
動
時
期
と
も

一
致
し
て
お
り
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
勘
左
衛
門
の
仕
事
先
地
域
の
広
さ
だ

け
で
な
く
、
人
的
交
流
範
囲
の
広
さ
も
窺
え
る
。
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翌
年
正
月
か
ら
二
月
十
二
日
ま
で
は
記
録
が
な
く
、
翌
十
三
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
は
杉
谷
と
み
ら
れ
る
。
正
月
四
日
に
母
の
四
十
九
日
と
同
十
九
日

に
副
寺
様
へ
の
支
出
が
あ
り
、
正
月
か
ら
二
月
中
旬
頃
は
永
平
寺
に
い
た
よ
う

で
あ
る
。
三
月
十
六
日
か
ら
五
月
二
十
八
日
ま
で
は
病
気
と
あ
る
。
病
気
と
は

足
に
釘
が
入
っ
て
い
た
た
め
仕
事
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
、
五
月
二
十
八
日

に
釘
が
出
た
と
あ
り
、
翌
日
か
ら
仕
事
を
し
て
い
る
。
杉
谷
で
の
仕
事
期
間
中

に
休
ん
で
福
井
に
出
向
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
怪
我
に
関
係
す
る
も
の
か
も
し

れ
な
い
。
五
月
末
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
横
山
弥
三
太
夫
、
篠
尾
の
弥
三
右
衛

門
、
同
吉
衛
門
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
杉
谷
は
現
福
井
市
杉
谷
町
、
篠
尾
の
弥
三

右
衛
門
と
吉
衛
門
は
現
福
井
市
篠
尾
町
、
久
保
村
の
横
山
弥
三
太
夫
は
現
永
平

寺
町
松
岡
芝
原
・
春
日
・
神
明
付
近
で
、
い
ず
れ
も
民
家
の
作
事
と
み
ら
れ
る
。

　

天
保
九
年
五
月
以
降
の
本
山
は
、
本
山
永
平
寺
の
こ
と
で
あ
る
。
嘉
永
四
年

（
一
八
五
一
）
以
降
の
覚
に
は
「
五
分
一
本
山
」、「
清
水
頭
本
山
」
と
本
山
の
記

述
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
越
前
市
清
水
頭
町
の
本
山
豪
摂
寺
を
指
し
、
本
山
永

平
寺
と
は
区
別
し
て
所
在
場
所
を
頭
に
付
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
覚
書

の
御
本
山
あ
る
い
は
本
山
は
本
山
永
平
寺
と
理
解
し
て
よ
い（

（
（

。

　

天
保
九
年
の
七
月
は
二
種
類
み
ら
れ
、
一
つ
は
五
月
二
十
七
日
か
ら
翌
月

二
十
一
日
ま
で
の
続
き
で
、
六
月
三
十
日
と
そ
の
翌
々
月
一
日
の
人
工
数
の
間

に
「
六
月
朔
日
」
と
書
き
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
勘
左
衛
門
の
覚
の
書
き

方
か
ら
見
て
も
七
月
を
六
月
と
誤
記
し
て
後
か
ら
追
加
し
た
と
感
じ
ら
れ
る
も

の
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
仕
事
先
を
本
山
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
七
月
二
十
一

日
以
降
の
記
載
が
な
く
、
続
い
て
同
頁
に
戌
九
月
十
四
日
に
勘
左
衛
門
の
下
で

働
い
た
大
工
の
出
面
が
書
か
れ
、
十
月
末
ま
で
の
勘
定
が
記
載
さ
れ
る
。
明
ら

か
に
出
面
記
載
を
二
十
一
日
で
止
め
た
こ
と
が
分
か
る
書
き
方
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
約
二
十
頁
を
隔
て
天
保
十
年
八
月
三
十
日
の
後
に
頁
を
改
め
て

書
か
れ
た
も
の
で
、「
七
月
八
日
ゟ
」
と
は
じ
ま
り
二
十
八
日
ま
で
あ
る
。
仕

事
先
は
十
六
日
ま
で
は
記
載
が
な
く
（
工
数
は
十
四
日
、
十
五
日
、
十
六
日
に

は
な
い
）、
十
七
日
の
半
日
を
本
山
と
し
、
そ
れ
以
降
を
同
じ
く
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
最
初
に
「
七
月
八
日
ゟ
／
一
、
壱
人
／
一
、
壱
人
」、
そ
し
て
「
九

日
／
一
、壱
人
／
九
日
／
一
、壱
人
」
と
、こ
の
後
の
記
載
の
仕
方
「
某
日
／
一
、

壱
人
」
と
は
異
な
る
不
思
議
な
記
載
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
天
保
十
年
の
内
容

で
、
頁
を
誤
っ
て
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
が
、
前
々
頁
は
後
半
が
白
紙
で
、

前
頁
は
戌
五
月
・
亥
五
月
・
亥
八
月
の
儀
兵
衛
へ
の
支
払
と
み
ら
れ
る
覚
え
書

き
が
あ
り
、
そ
れ
に
続
い
て
亥
八
月
三
十
日
に
「
一
、
弐
匁　

長
十
郎
／
壱
合

拝
借
」
の
記
載
で
あ
り
、
前
頁
と
連
続
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
分

か
る
。
こ
の
出
面
の
後
は
、
七
月
二
十
四
ま
で
の
勘
左
衛
門
の
下
で
働
い
た
大

工
の
出
面
、
そ
し
て
二
十
九
日
か
ら
の
出
面
・
支
出
と
続
き
、
不
自
然
さ
は
み

ら
れ
な
い
。
表
２
の
よ
う
に
天
保
十
年
七
月
の
勘
左
衛
門
は
一
連
の
民
家
工
事

（
篠
尾
村
の
弥
三
太
夫
家
・
弥
三
右
衛
門
家
）
に
従
事
し
て
い
る
の
で
、
い
ず

れ
の
記
述
も
天
保
九
年
の
記
述
と
考
え
ら
れ
た
。
後
者
の
七
月
記
載
が
五
月
八

日
以
降
の
欠
け
て
い
る
部
分
と
合
致
す
る
か
ら
五
月
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
な
く

も
な
い
が
、
七
月
は
大
の
月
で
小
の
月
五
月
と
一
致
せ
ず
、
七
月
末
か
ら
八
月

ヘ
と
続
く
記
載
が
お
か
し
く
な
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
勘
左
衛
門
の
大
坂

か
ら
永
平
寺
へ
の
帰
国
旅
程
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
可
能
性
と

し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
前
者
の
七
月
を
六
月
と
書
き
間
違
っ
た
も
の
は
明

ら
か
に
後
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
日
を
ず
ら
し
て
誤
記
し
た
と
い
う
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永
平
寺
勅
使
門
と
大
久
保
勘
左
衛
門

仮
定
で
あ
る
。
そ
し
て
前
者
の
六
（
正
し
く
は
七
）
月
の
十
七
・
十
八
・
十
九
日

の
篠
尾
へ
の
三
日
間
と
翌
二
十
日
半
日
と
二
十
一
日
の
本
山
は
、
後
者
の
記
載

の
な
い
十
四
・
十
五
・
十
六
日
が
篠
尾
に
、
十
七
日
半
日
と
十
八
日
が
本
山
に
当

た
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
七
月
が
三
十
一
日
と
な

る
点
を
除
い
て
両
者
の
記
載
に
問
題
は
無
く
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
大

き
な
日
時
の
ず
れ
が
生
じ
る
こ
と
も
考
え
難
い
。
こ
の
よ
う
に
記
載
内
容
に
多

少
の
疑
問
の
余
地
が
残
る
史
料
で
は
あ
る
が
、
勘
左
衛
門
は
天
保
九
年
五
月
末

か
ら
八
月
中
旬
に
か
け
て
六
十
五
日
半
の
間
、
本
山
永
平
寺
で
作
業
を
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
本
拠
地
で

あ
る
永
平
寺
門
前
の
志
比
村
に
い
る
時

は
、晩
年
の
覚
書
で
は
単
に
「
永
平
寺
」

と
記
載
し
、本
山
永
平
寺
に
行
っ
た「
本

山
」
と
区
別
し
て
い
る
。　
　
　

　

さ
て
、
天
保
九
年
の
八
月
二
十
六
日

に
は
「
一
、百
五
拾
七
匁
五
分
／
副
寺

様
ゟ
拝
借
／
九
月
十
五
日
切
／
廾
六
日

　

一
、三
匁　

蕣
林
様
使
／
廾
七
日
一
、

弐
拾
匁　

ぬ
し
や
に
渡
ス
／
右
ハ
敕
門

金
紋
／
ぬ
り
代
皆
済
／
弐
拾
弐
匁
五

分
之
内
」
と
あ
る
（
写
真
３
）。
こ
の

文
言
か
ら
勘
左
衛
門
が
永
平
寺
副
寺
か

ら
借
金
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

が
、
そ
れ
に
加
え
て
勅
使
門
金
紋
の
塗

り
代
を
勘
左
衛
門
が
塗
師
屋
に
支
払
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
敕
門
金
紋
と

は
本
山
永
平
寺
の
現
勅
使
門
の
扉
に
取
り
付
く
金
紋
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
前
頁
に
は
「
八
月
／
弐
百
匁
御
本
山
ゟ
／
弐
拾
四
匁　

同
（
中
略
）
／

一
、三
拾
三
匁　

貞
蔵
／
御
本
山
ゟ
」
と
あ
り
、
本
山
永
平
寺
か
ら
勘
左
衛
門

が
支
払
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
貞
蔵
は
勘
左
衛
門
の
手
下
と
し
て

「（
仮
）
天
保
九
・
十
年
覚
」
に
度
々
現
れ
、
前
月
に
は
「
十
四
日
ゟ
／
七
月
廿

四
日
迄
／
一
、七
人
半
／
相
下
□
／
貞
蔵
／
七
月
廿
五
日
／
一
、
あ
さ
獺
ヶ
口

村
／
〆　

貞
蔵　

一
、
弐
拾
人
／
一
、九
人
七
月
十
三
日
迄
／
七
人
半　

七
月

廿
四
迄
／
〆
拾
六
人
半
／
御
本
山
／
一
、
拾
人　

紙
屋　

作
五
右
衛
門
／
獺
ヶ

口
村　

作
兵
衛
様
」
と
あ
る
。
十
四
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
七
人
半
は
重
複

し
て
記
さ
れ
る
が
、
こ
の
記
述
か
ら
三
十
三
匁
は
貞
蔵
が
勘
左
衛
門
の
手
下
と

し
て
本
山
の
作
業
に
従
事
し
た
た
め
、
勘
左
衛
門
に
十
六
人
半
の
代
金
三
十
三

匁
が
支
払
わ
れ
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「（
仮
）
天
保
九
・
十
年

覚
」
で
は
大
工
一
人
工
の
手
間
賃
は
三
匁
が
度
々
み
ら
れ
、
貞
蔵
の
一
人
工
二

匁
と
異
な
る
。
勘
左
衛
門
の
手
伝
大
工
は
十
月
末
の
〆
で
は
一
人
工
二
匁
二
分

と
二
匁
の
記
述
が
あ
り
、
貞
蔵
は
栄
蔵
と
共
に
二
匁
で
低
か
っ
た
。
さ
て
貞
蔵

分
を
除
く
合
計
金
額
二
百
二
十
四
匁
か
ら
塗
師
屋
へ
支
払
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

約
二
十
二
匁
五
分
を
差
し
引
い
た
二
百
一
匁
五
分
（
あ
る
い
は
弐
拾
四
匁
を
塗

師
代
金
と
仮
定
す
る
と
弐
百
匁
）を
勘
左
衛
門
の
日
当
を
三
匁
と
仮
定
す
る
と
、

約
六
十
七
（
六
十
六
・
六
）
日
作
業
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
日
数
は
勘

左
衛
門
が
本
山
永
平
寺
で
作
業
を
し
て
い
た
五
月
か
ら
八
月
中
頃
ま
で
の
日
数

六
十
五
日
半
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

一
方
、
九
月
二
十
六
日
に
「
一
、
弐
匁
四
分
酒
代　

五
分
と
（
う
）
ふ
代

写真３「（仮）天保九・十年覚」の敕門部分（囲み部分）
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六
十
五
巻
一
号

　

右
ハ
典
座
様
見
分
入
用
」、
翌
二
十
七
日
に
「
廿
七
日　

休
／
五
匁
人
足
料

　

典
座
様
江
あ
す
け
申
し
候
／
一
、
弐
匁
五
分　

酒
札
壱
升
使
／
二
右
衛
門

様
江
／
壱
分
五
り
利
不
足
／
一
、
弐
匁　

究
天
寺
様
江
利
納
」
と
あ
り
、
本

山
と
勘
左
衛
門
の
何
ら
か
の
関
係
が
窺
え
る
。
勘
左
衛
門
は
表
１
か
ら
九
月

二
十
五
・
二
十
六
・
二
十
七
日
の
三
日
間
仕
事
を
休
ん
で
対
応
し
て
い
る
こ
と
と

一
致
す
る
。
翌
十
年
に
も
「
亥
七
月
／
十
七
日
／
御
本
山
御
拝
借
／
拾
五
両
之

内
／
金
弐
両
三
分
／
納
二
百
三
拾
三
匁
□
□
／
利
百
拾
七
匁
五
分
納
／
勘
定
之

節
／
壱
匁
壱
分
／
壱
分
包
／
預
り
申
し
候
」
と
あ
り
、
本
山
と
勘
左
衛
門
は
多

額
の
金
を
貸
し
借
り
す
る
深
い
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は

直
接
勅
使
門
建
設
と
は
関
係
な
い
が
、
勘
左
衛
門
が
大
き
な
普
請
工
事
が
可
能

な
大
工
で
あ
っ
た
裏
付
け
と
な
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
勘
左
衛
門
の
天
保
九
・
十
年
の
仕
事
状
況
か
ら
考
え
て
も
、
天

保
九
年
の
五
月
末
か
ら
八
月
中
旬
に
か
け
て
本
山
永
平
寺
内
で
何
ら
か
の
作
事

工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
が
勅
使
門
に
絡
ん
だ
工
事
で
あ
る
こ
と
、

勅
使
門
の
扉
金
紋
塗
り
代
を
本
山
永
平
寺
に
代
わ
っ
て
勘
左
衛
門
が
支
出
し
て

い
た
こ
と
、
扉
の
塗
り
代
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
は
門
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
に
近
い

状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
類
推
で
き
る
。

　

な
お
、「（
仮
）
天
保
九
・
十
年
覚
」
で
本
山
永
平
寺
に
関
す
る
も
の
は
、
天

保
九
年
九
月
十
九
日
「
一
、
弐
匁
副
寺
様
使
／
三
匁
利
」、
十
二
月
二
十
七
日

締
と
み
ら
れ
る
項
に
「
一
、五
拾
匁　

本
山
拂
」、「
一
、九
匁
三
□　

本
山
入
立

拂
」、
天
保
十
年
夏
頃
に
「
一
、三
拾
匁
本
山
江
」、
二
月
十
一
日
「
弐
匁
七
分

酒
壱
升
／
典
座
様
へ
」
が
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
　

三
．
現
勅
使
門
の
建
立
年
代

　
『
永
平
寺
建
造
物
調
査
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
屋
根
修
理
工
事
の
際
に
小
屋

裏
か
ら
発
見
さ
れ
た
地
鎮
札
か
ら
現
勅
使
門
は
天
保
七
年
二
月
に
工
事
に
と
り

か
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
地
鎮
札
に
記
さ
れ
る
護
国
山
般
若
寺
は
現
在
の
と

こ
ろ
永
平
寺
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
地
鎮
札
は
、
こ
れ
以
前

の
山
門
棟
札
（
延
享
四
年
（
一
七
四
七
））
や
勅
使
門
か
ら
や
や
遅
れ
て
建
設
さ

れ
た
法
堂
棟
札
（
天
保
十
三
年
）
と
書
き
方
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
上
棟
と
地

鎮
と
の
違
い
が
あ
る
に
し
て
も
棟
札
書
き
方
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
気
に
か

か
る
と
こ
ろ
で
、
勅
使
門
の
も
の
で
あ
る
か
の
疑
問
も
残
り
、
今
後
の
調
査
が

待
た
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
再
建
工
事
が
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
発
願

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
地
鎮
祭
が
天
保
七
年
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
永
平
寺

五
十
九
世
眺
宗
代
よ
り
六
〇
世
臥
雲
へ
の
「
校
割
帳
」
に
、
五
十
七
世
慈
国
禅

師
（
載
庵
禹
隣
）
御
再
建
之
部
の
中
に
「
一
、
敕
門　

彫
刻
金
具
并
筋
壁
迄
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
門
の
完
成
が
文
政
十
年
七
月
か
ら
天
保
十
五
年
四
月
の
間
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と（

（（
（

、
天
保
十
年
前
後
に
勅
使
門
の
本
体
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
た
と
考
え
て
も
お
か
し
く
な
い
。
さ
ら
に
同
報
告
書
に
は
出
典
史
料
は
未

確
認
と
し
て
、
六
十
三
世
魯
山
琢
宗
が
作
成
し
た
『
年
表
』
に
は
勅
使
門
竣
工

を
天
保
十
年
三
月
十
四
日
と
し
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
『
諸
堂
間

数
仏
像
宝
物
』
に
も
「
勅
使
門
／
天
保
十
己
亥
三
月
十
四
日
／
本
山
五
十
七
世

宏
済
慈
国
禅
師
御
代
／
奥
行
弐
間
半
・
横
参
間
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
勅

使
門
は
天
保
十
年
に
完
成
し
て
い
た
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
前
述
の
「（
仮
）

天
保
九
・
十
年
覚
」
に
あ
る
天
保
九
年
八
月
二
十
六
日
の
勘
左
衛
門
に
よ
る
勅
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永
平
寺
勅
使
門
と
大
久
保
勘
左
衛
門

使
門
の
扉
金
紋
塗
り
代
金
の
支
払
記
述
は
天
保
十
年
完
成
を
補
強
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
同
報
告
書
で
は
天
保
十
年
三
月
十
四
日
の
日
付
の
あ
る
『
光
明
蔵

曁
接
賓
並
ニ
諸
寮
舎
再
建
箇
所
決
算
帳
』
に
は
勅
使
門
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い

な
い
と
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
法
堂
同
様
に
ま
だ
工
事
中
で
完
成
に
至
っ
て
い
な

か
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
天
保
十
五
年
七
月
の
「
往
復
書
翰
」
に
み
ら
れ
る

勅
使
門
の
彫
刻
で
優
れ
た
腕
を
振
る
っ
た
近
江
長
浜
の
彫
刻
師
早
瀬
重
郎
兵
衛

へ
の
「
永
」
字
の
紋
付
裃
付
与
を
も
っ
て
完
成
し
て
い
た
と
す
る
。
ち
な
み
に

同
時
期
に
再
建
さ
れ
た
法
堂
は
天
保
十
一
年
春
着
工
、
同
十
三
年
三
月
上
棟
、

同
十
四
年
八
月
に
は
内
部
造
作
を
除
い
た
外
部
が
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
て
い
て
、

法
堂
建
立
に
功
績
の
あ
っ
た
近
江
の
大
工
山
内
金
右
衛
門
に
「
永
」
字
の
紋
入

り
裃
が
同
月
に
付
与
さ
れ
て
い
る
。
法
堂
は
三
年
余
で
完
成
し
、
勅
使
門
は
地

鎮
祭
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
さ
れ
る
天
保
七
年
か
ら
完
成
の
同
十
五
年
ま
で
八
年

余
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
勅
使
門
工
事
が
法
堂
以
上
の
年
月
を
要
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ
と
は
建
物
の
大
き
さ
か
ら
考
え
て
不
自
然
で
あ

る
。
ま
た
、
法
堂
と
勅
使
門
の
工
事
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と（

（（
（

、
や

は
り
天
保
十
年
三
月
に
一
応
の
完
成
を
み
た
と
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
こ
と
を
重
視
す
る
た
め
か
前
述
「
校
割
帳
」
の
五
十
七
世
慈
国
禅
師

の
再
建
之
部
に
法
堂
や
妙
高
台
の
よ
う
に
内
部
造
作
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
の

但
し
書
き
と
同
様
に
、
完
成
し
て
い
て
わ
ざ
わ
ざ
書
く
必
要
の
な
い
勅
使
門
の

彫
刻
・
金
具
・
筋
壁
を
特
別
に
記
載
し
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

四
．
勅
使
門
虹
梁
の
錫
杖
彫
と
勘
左
衛
門

　

江
戸
時
代
の
建
物
を
中
心
と
し
た
本
堂
内
部
に
は
大
空
間
を
作
り
出
す
た
め

梁
を
上
方
に
反
ら
せ
た
虹
梁
が
多
く
用
い
ら
れ
、
そ
の
側
面
に
は
袖
切
の
渦
な

ど
と
合
わ
せ
て
華
や
か
な
題
材
を
彫
り
出
し
た
若
葉
絵
様
が
用
い
ら
れ
、
人
目

を
引
い
て
い
る
。
よ
く
み
る
と
、
梁
下
端
に
も
装
飾
彫
刻
と
し
て
錫
杖
彫
が
施

さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
錫
杖
彫
も
単
な
る
棒
状
の
彫
か
ら
「
ふ
さ
」（

（（
（

付
き

の
も
の
ま
で
み
ら
れ
る
。
こ
の
「
ふ
さ
」
付
き
錫
杖
彫
は
室
内
の
虹
梁
だ
け
で

な
く
、
本
堂
や
本
殿
・
拝
殿
向
拝
の
頭
貫
（
水
引
虹
梁
）・
海
老
虹
梁
や
門
の写真４「ふさ」付き錫杖彫り

大宝寺本堂内虹梁 勝縁寺本堂内虹梁 齢久寺本堂向拝虹梁

永平寺勅使門虹梁 大滝神社本殿・拝殿向拝虹梁 正覚寺本堂内虹梁
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六
十
五
巻
一
号

虹
梁
下
端
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
虹
梁
側
面
の
複
雑
化
し
た
若
葉
絵
様
と

比
較
し
て
い
た
っ
て
単
純
で
、
建
物
相
互
の
比
較
も
容
易
で
あ
る
。

　

小
生
は
現
在
福
井
県
内
の
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
真
宗
本
堂
の
錫
杖
彫
を
蒐

集
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
堂
向
拝
で
は
中
央
柱
間
の
虹
梁
を
、
室
内

で
は
内
陣
に
近
い
中
央
柱
間
の
虹
梁
を
よ
り
装
飾
性
に
富
ん
だ
錫
杖
彫
（「
ふ

さ
」
付
き
錫
杖
彫
）
と
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
み
と
め
ら
れ
た（

（（
（

。
ま
た
、
同

じ
大
工
あ
る
い
は
そ
の
子
が
関
係
し
た
建
物
は
よ
く
似
た
「
ふ
さ
」
付
き
錫
杖

彫
を
も
ち
い
て
い
る
こ
と
も
徐
々
に
分
か
っ
て
き
た
。
大
久
保
勘
左
衛
門
が
関

わ
っ
た
建
物
は
前
述
の
よ
う
に
種
々
あ
り
、
現
存
建
物
と
し
て
大
滝
神
社
本
殿

及
び
拝
殿
、
正
覚
寺
本
堂
、
大
宝
寺
本
堂
、
齢
久
寺
本
堂
、
西
徳
寺
本
堂
、
勝

縁
寺
本
堂
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
は
大
滝
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
の
よ

う
に
勘
左
衛
門
が
設
計
か
ら
工
事
ま
で
建
物
全
て
を
担
当
し
た
も
の
と
、
正
覚

寺
本
堂
の
よ
う
に
規
模
が
大
き
い
こ
と
と
大
工
職
の
関
係
か
ら
勘
左
衛
門
の
設

計
・
監
理
の
元
に
地
元
の
大
工
な
ど
と
共
に
工
事
区
域
を
分
担
し
た
建
物
も
あ

る（
（（
（

。
前
者
の
「
ふ
さ
」
付
き
錫
杖
彫
は
勘
左
衛
門
の
用
い
た
錫
杖
彫
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
、
後
者
の
「
ふ
さ
」
付
き
錫
杖
彫
は
勘
左
衛
門
の
用
い
た
も
の
以

外
も
混
ざ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
前
者
に
近
似
す
る
も
の
が
勘
左
衛
門
の
担

当
し
た
「
ふ
さ
」
付
き
錫
杖
彫
と
推
定
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方

か
ら
本
山
永
平
寺
勅
使
門
の
虹
梁
下
端
の
「
ふ
さ
」
付
き
錫
杖
彫
と
、
勘
左
衛

門
の
関
わ
っ
た
建
物
の
「
ふ
さ
」
付
き
錫
杖
彫
を
比
較
し
た
も
の
が
写
真
４
で

あ
る
。
大
滝
神
社
本
殿
向
拝
と
拝
殿
向
拝
の
水
引
虹
梁
に
み
ら
れ
る
錫
杖
彫
は

同
じ
で
、
端
部
が
や
や
ふ
く
れ
た
円
形
で
中
央
に
溝
を
彫
り
、
両
側
に
そ
れ
を

包
み
込
む
よ
う
に
半
円
形
が
一
段
下
が
っ
て
取
り
付
く
。「
ふ
さ
」
は
や
や
潰

れ
た
宝
珠
形
（
あ
る
い
は
蕾
）
で
、
そ
の
内
部
を
彫
り
込
み
、
下
部
に
玉
を
陽

刻
す
る
。
内
部
玉
か
ら
花
弁
下
に
あ
る
萼
状
の
も
の
を
彫
り
込
む
。
そ
れ
は
蕾

の
断
面
の
よ
う
に
も
み
え
る
。　
　
　

　

一
方
、
本
山
永
平
寺
勅
使
門
の
「
ふ
さ
」
付
き
錫
杖
彫
は
、
錫
杖
端
部
を
円

形
と
す
る
点
は
似
て
い
る
が
、「
ふ
さ
」
形
状
は
宝
珠
形
状
と
は
い
い
難
く
、

小
さ
な
雲
彫
り
八
個
を
上
部
に
三
個
、
下
部
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
二
個
、
中
央
に

一
個
と
三
角
形
に
近
い
形
に
配
置
す
る
。
大
き
く
異
な
る
点
は
大
滝
神
社
本
殿

及
び
拝
殿
の
「
ふ
さ
」
内
部
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
勅
使
門
の

「
ふ
さ
」
は
彫
り
込
ま
ず
に
雲
の
み
を
陰
刻
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
勘
左
衛
門
が
直
接
関
わ
っ
た
あ
る
い
は
そ
の
跡
を
受
け
継
い
で
建
て
ら
れ
た

と
み
ら
れ
る
本
堂
の
「
ふ
さ
」
付
き
錫
杖
彫
は
、
錫
杖
の
端
部
が
円
形
あ
る
い

は
剣
先
状
の
違
い
は
あ
っ
て
も
基
本
的
に
「
ふ
さ
」
は
宝
珠
形
（
あ
る
い
は
蕾
）

を
基
本
と
し
、
そ
の
内
部
を
彫
り
込
む
。
内
部
の
玉
は
若
葉
が
芽
吹
き
出
し
た

形
あ
る
い
は
合
掌
状
に
変
化
し
、
よ
り
華
や
か
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

錫
杖
彫
は
大
滝
神
社
の
「
ふ
さ
」
付
き
錫
杖
彫
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
み
て
間

違
い
な
い
形
状
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
永
平
寺
勅
使
門
は
、
大
久
保
勘
左

衛
門
が
棟
梁
と
な
っ
て
建
て
た
建
物
と
は
考
え
難
い
。

　

さ
ら
に
覚
書
か
ら
勘
左
衛
門
の
天
保
九
年
よ
り
前
の
仕
事
状
況
は
わ
か
ら
な

い
が
、
勅
使
門
の
扉
が
出
来
、
門
の
完
成
間
近
な
時
期
で
あ
る
正
月
か
ら
五
月

初
旬
に
本
山
永
平
寺
を
離
れ
て
、
大
坂
を
拠
点
に
仕
事
を
す
る
こ
と
は
考
え
難

い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
勘
左
衛
門
が
勅
使
門
の
棟
梁
で
は
な
か
っ
た
こ

と
を
暗
に
示
し
て
い
る
。
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ま 

と 

め

　
「（
仮
）
天
保
九
・
十
年
覚
」
に
よ
っ
て
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

大
久
保
勘
左
衛
門
は
天
保
九
年
の
五
月
末
か
ら
八
月
中
旬
に
か
け
て
本
山
永
平

寺
で
作
事
に
関
わ
り
、
そ
の
支
払
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
仕
事
内
容
の
一
部
に

勅
使
門
扉
の
金
紋
塗
り
を
請
負
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
勘
左
衛
門
は
、
天
保

九
年
九
月
二
十
六
日
に
本
山
永
平
寺
典
座
の
見
分
を
受
け
て
い
た
。
以
上
の
よ

う
な
勘
左
衛
門
の
本
山
永
平
寺
で
の
作
業
状
況
と
勅
使
門
の
金
紋
塗
り
代
の
支

払
を
考
え
る
と
、
勅
使
門
は
天
保
九
年
九
月
末
に
完
成
に
近
か
い
状
態
で
作
業

を
終
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
翌
十

年
の
三
月
十
四
日
を
勅
使
門
の
完
成
と
す
る
六
十
三
世
魯
山
琢
宗
が
作
成
し
た

『
年
表
』
や
明
治
三
十
五
年
の
『
諸
堂
間
数
仏
像
宝
物
』
に
記
載
さ
れ
る
内
容

と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
彫
刻
師
に
よ
る
彫
刻
は
建
物
建
設
当
初
に
取

付
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
堂
向
拝
の
木
鼻
彫
刻
や
手
挟
彫
刻
、
本
堂
内

の
欄
間
彫
刻
の
よ
う
に
本
堂
完
成
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
取
付
け
ら
れ
る
こ
と
は

往
々
に
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
本
山
永
平
寺
法
堂
内
の
欄
間
彫

刻
は
法
堂
上
棟
の
天
保
十
三
年
か
ら
十
年
を
経
た
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の

高
祖
六
百
回
大
遠
忌
の
整
備
で
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

合
わ
せ
て
勅
使
門
は
大
久
保
勘
左
衛
門
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
勅
使
門
工
事
を
開
始
し
た
と
さ
れ
る
天
保
七
年
二
月
の
地
鎮
祭
は
勘

左
衛
門
が
永
平
寺
か
ら
棟
梁
職
免
状
を
も
ら
っ
た
翌
月
で
あ
り（

（（
（

、
大
久
保
勘
左

衛
門
家
に
み
ら
れ
る
言
い
伝
え
に
間
違
い
は
な
か
っ
た
こ
と
が
い
え
る
。
し
か

し
、
大
久
保
勘
左
衛
門
は
勅
使
門
作
業
に
参
加
し
て
い
た
が
、
虹
梁
下
に
み
ら

れ
る
錫
杖
彫
の
形
態
か
ら
考
え
る
と
、
主
体
的
に
工
事
に
関
わ
っ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。

註（
１
）
吉
岡
康
英
「
永
平
寺
門
前
大
工
村
―
一
目
置
か
れ
た
「
志
比
大
工
」
の
集
団
（
吉
田
）」

（『
江
戸
時
代
人
づ
く
り
風
土
記
18
福
井
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
九
〇
年
六
月
）。

（
２
） 「
光
明
蔵
曁
接
賓
並
ニ
諸
寮
舎
再
建
箇
所
決
算
帳
」（『
永
平
寺
建
造
物
調
査
報
告
書
』

大
本
山
永
平
寺
、
二
〇
一
八
年
九
月
、
二
五
八
頁
）、「
高
祖
六
百
大
御
遠
忌
控　

諸
堂

再
建
并
修
覆
決
算
明
細
帳
」（
同
二
七
二
頁
）。
い
ず
れ
も
永
平
寺
蔵
。

（
３
）
拙
稿
「
正
覚
寺
本
堂
と
作
事
大
工
―
大
久
保
勘
左
衛
門
家
史
料
の
研
究
（
一
）」（『
日

本
建
築
学
会
北
陸
支
部
研
究
報
告
集
』第
六
二
号
、二
〇
一
九
年
七
月
、一
九
一
〜
一
九
四
頁
）。

（
４
）
現
当
主
で
あ
る
大
久
保
洋
一
氏
が
祖
母
は
ま
（
明
治
十
一
年
〜
昭
和
二
年
）
か
ら
聞

い
た
と
い
う
。

（
５
）
前
掲
（
２
）『
永
平
寺
建
造
物
調
査
報
告
書
』
一
三
〇
〜
一
四
三
頁
。

（
６
）
大
久
保
洋
一
蔵
。
十
七
代
大
久
保
勘
左
衛
門
が
残
し
た
覚
書
は
天
保
九
年
か
ら
安
政

五
年
ま
で
十
四
冊
あ
り
、
表
題
の
消
え
た
も
の
、「
萬
覚
帳
」、「
日
下
ゑ
」
等
と
表
題
が

あ
る
も
の
が
あ
る
。
大
き
さ
は
縦
二
寸
横
五
寸
厚
七
分
程
度
。

（
７
）
大
久
保
家
の
世
代
数
に
つ
い
て
は
大
久
保
洋
一
氏
作
成
に
よ
る
「
大
久
保
勘
左
衛
門

家　

歴
代
略
歴
」
に
よ
る
。
檀
家
寺
は
永
平
寺
門
前
の
柏
樹
庵
と
さ
れ
る
が
、
地
蔵
院

と
も
関
係
し
て
い
る
と
、
大
久
保
氏
は
話
す
。

（
８
）
大
久
保
洋
一
蔵
。
こ
の
史
料
は
長
帳
を
中
央
で
ホ
ッ
チ
キ
ス
止
め
し
た
も
の
と
み
ら

れ
、「
嘉
永
四
辛
亥
歳
改　

歴
代
先
祖
精
霊
記
」
と
あ
る
。
内
容
は
安
政
二
年
八
月
に
永

平
寺
山
門
に
羅
漢
一
躰
を
寄
進
し
た
こ
と
や
、
明
治
十
一
年
十
二
月
死
去
の
勘
左
衛
門
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六
十
五
巻
一
号

喜
角
の
妻
み
は
の
葬
儀
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

（
９
）
覚
の
天
保
十
年
に
は
中
野
様
と
真
宗
三
門
徒
派
本
山
専
照
寺
の
本
堂
に
つ
い
て
の
見

積
に
関
係
す
る
書
き
込
み
が
み
ら
れ
る
が
、
本
山
と
は
称
し
て
い
な
い
。

（
10
）『
永
平
寺
史　

下
』
永
平
寺
、
一
九
八
二
年
九
月
、
一
二
五
六
・
一
二
五
七
項
。

（
11
）
高
祖
大
師
六
〇
〇
回
忌
の
記
念
事
業
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
嘉
永
四
年
の
経

蔵
と
同
五
年
中
雀
門
の
建
設
が
時
期
を
ず
ら
し
て
建
設
さ
れ
て
い
る
の
も
そ
の
例
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

（
12
） 

こ
の
名
称
に
つ
い
て
は
正
覚
寺
本
堂
の
安
政
四
年
再
建
文
書
で
あ
る
「
本
堂
木
割
手

間
帳　

池
ノ
上　

柳
生
寅
吉
所
蔵
」（『
正
覚
寺
史
―
開
創
六
百
五
十
年
記
念
』
正
覚
寺
、

二
〇
一
八
年
一
〇
月
）
に
よ
る
。。

（
13
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
論
述
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
14
）
前
掲
（
3
）。

（
15
）
前
掲
（
2
）『
永
平
寺
建
造
物
調
査
報
告
書
』
二
八
八
頁
。

（
16
）
熊
谷
忠
興
『
永
平
寺
年
表
』
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
八
年
四
月
。
天
保
七
年
一
月

十
一
日
に
「
大
工
棟
梁
職
、
大
久
保
勘
左
衛
門
豊
房
に
免
状
す
。（
永
平
寺
古
記
録
）」

と
あ
る
。
二
一
四
頁
。
な
お
、豊
房
が
勘
左
衛
門
喜
角
で
あ
る
記
録
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、

大
久
保
洋
一
氏
に
よ
れ
ば
永
平
寺
に
あ
る
墓
石
に
は
「
豊
房
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
勘
左
衛
門
は
天
保
七
年
の
年
齢
は
三
十
六
歳
前
後
で
、
天
保
十
二

年
に
は
大
滝
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
建
立
の
棟
梁
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
棟
梁
職

を
も
つ
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
山
永
平
寺
の
「
棟
梁
職
」
が
寺
院
内
建

物
の
総
指
揮
者
と
し
て
の
棟
梁
と
な
る
権
利
を
意
味
す
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
本
山

永
平
寺
は
江
戸
時
代
当
初
に
玄
源
左
衛
門
が
棟
梁
で
あ
っ
た
が
、
寛
延
四
年
以
降
は
由

緒
あ
る
三
人
に
よ
る
三
棟
梁
の
持
ち
回
り
と
な
っ
て
い
る
。
記
録
か
ら
寛
政
十
年
以
降

に
棟
梁
職
の
発
給
が
み
ら
れ
、
毎
年
連
続
し
て
発
給
さ
れ
る
場
合
や
一
年
に
複
数
人
に

発
給
さ
れ
る
場
合
が
み
ら
れ
る
。
三
棟
梁
の
家
柄
で
あ
る
大
久
保
市
左
衛
門
光
喜
は
、

寛
政
十
年
と
天
保
五
年
に
棟
梁
職
を
発
給
さ
れ
て
い
る
。

（
出
稿
後
、「（
仮
）
天
保
九
・
十
年
覚
」
を
再
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
酉
十
一
月
日
ゟ
戌
五
月

迄
／
一
、五
拾
匁
御
拝
借
利
／
入
／
一
、九
匁
六
分　

五
月
分
作
利
（
料
？
）（
中
略
）
十

日
迄
／
一
、
入
弐
拾
九
（
三
拾
□
を
上
か
ら
訂
正
）
匁
作
料
／
廿
迄
／
一
、
入
三
拾
匁

四
分
同
／
廿
日
／
一
、三
匁
壱
人
御
拝
借
返
銀
（
中
略
）
卅
日
迄
／
一
、
弐
拾
八
匁
□
分

作
料
／
十
三
日
迄
／
一
、四
拾
六
匁
作
料
／
内
手
（
貞
？
）
蔵
□
十
四
匁
／
七
月
十
九
日

／
一
、
入
二
百
匁
篠
之
尾
／
弥
三
右
衛
門
様
ゟ
／
十
九
日
／
一
、二
百
匁　

預
り
」
と
の

記
述
が
あ
っ
た
。
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
の
作
料
を
３
匁
／
人
で
換
算
す
る
と
勘
左
衛

門
の
概
略
の
出
面
日
数
が
わ
か
る
。
こ
の
出
面
日
数
は
、
二
重
に
記
載
さ
れ
る
前
者
七

月
の
五
月
末
か
ら
七
月
十
三
日
迄
の
出
面
に
一
致
す
る
。
ま
た
、
七
月
十
九
日
に
篠
尾

の
弥
三
右
衛
門
か
ら
金
を
受
け
取
る
こ
と
は
、
前
者
出
面
の
同
月
十
七
・
十
八
・
十
九
日

に
勘
左
衛
門
が
篠
尾
へ
出
向
い
て
い
る
こ
と
と
も
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
二
重
に

記
載
さ
れ
る
七
月
は
前
者
の
記
載
が
正
し
い
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
期
間
に
勘
左
衛
門

に
支
払
わ
れ
た
金
額
（
拝
借
分
と
貞
蔵
分
は
除
く
）
か
ら
勘
左
衛
門
の
一
日
の
作
料
は

約
三
・
〇
四
〜
三
・
二
匁
／
人
で
あ
っ
た
。
七
月
十
四
日
以
降
の
本
山
で
の
作
業
日
数
は

覚
か
ら
二
十
三
日
半
と
考
え
ら
れ
、
勘
左
衛
門
の
一
日
作
料
を
三
・
一
匁
で
換
算
す
る
と

七
十
二
・
八
五
匁
と
な
る
。
そ
れ
ま
で
の
百
二
十
九
匁
と
合
わ
せ
て
合
計
二
百
一
・
八
五

匁
と
な
り
、
本
山
よ
り
の
支
払
合
計
と
み
ら
れ
る
二
百
匁
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
な
お
、

作
料
に
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
理
由
は
現
在
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
二
重
に

記
載
さ
れ
る
後
者
七
月
を
貞
蔵
の
出
面
と
考
え
て
も
日
数
が
一
致
し
な
か
っ
た
。）
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永
平
寺
勅
使
門
と
大
久
保
勘
左
衛
門

日
正

月
２

月
３

月
４

月
閏

４
月

５
月

６
月

７
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

1
一

鳳
様

高
津

米
や

安
堂

寺
町

御
本

山
〃

（
御

本
山

）
篠

尾
弥

三
右

衛
門

篠
尾

福
井

休
草

（
葬

）
式

2
伝

馬
三

町
魚

庄
？

〃
休

弥
三

右
衛

門
〃

休
3

伝
馬

休
？

〃
休

休
休

休
4

休
休

（
休

？
）�

（
大

坂
）

〃
休

本
山

廣
□

寺
（

篠
尾

？
）

休
5

伝
馬

あ
わ

ざ
？

（
休

？
）

〃
〃

（
御

本
山

）
本

山
廣

□
寺

（
篠

尾
？

）
休

休
　

役
金

割
6

伝
馬

〃
（

休
？

）
〃

〃
本

山
〃

（
篠

尾
？

）
休

休
7

伝
馬

〃
（

休
？

）
〃

〃
本

山
〃

（
篠

尾
？

）
佐

五
右

衛
門

休
8

伝
馬

休
〃

〃
？

？
本

山
〃

（
篠

尾
？

）
〃

休
9

道
修

町
小

西
利

助
休

休
〃

〃
？

？
本

山
〃

（
篠

尾
？

）
〃

10
〃

梅
（

や
？

）
〃

（
あ

わ
ざ

？
）

〃
〃

？
本

山
〃

（
篠

尾
？

）
〃

篠
尾

行
11

〃
〃

〃
〃

〃
？

本
山

〃
（

篠
尾

？
）

〃
半

、
福

井
12

〃
〃

〃
〃

〃
？

本
山

休
休

（
福

井
？

）
13

〃
〃

〃
〃

〃
？

本
山

休
半

、
休

休
？

14
〃

〃
休

〃
〃

休
篠

尾
（

篠
尾

？
）

休
？

15
（

大
坂

）
（

大
坂

）
〃

�
（

大
坂

）
〃

�
（

大
坂

）
休

�
（

大
坂

）
〃

〃
杉

谷
弥

三
右

衛
門

、〃
半

ほ
り

（
篠

尾
？

）
弥

（
弥

三
右

衛
門

）
？

16
〃

〃
（

あ
わ

ざ
？

）
〃

〃
〃

〃
ほ

り
（

篠
尾

？
）

弥
？

17
勘

初
め

て
一

鳳
〃

〃
〃

〃
篠

尾
本

山
-半

杉
谷

休
（

篠
尾

？
）

弥
？

18
安

田
様・

一
鳳（

善・
熊

）
一

鳳
〃

〃
〃

（
篠

尾
？

）
〃

杉
谷

休
（

篠
尾

？
）

弥
？

19
安

田
・

一
鳳

（
善

）
〃

休
半

〃
（

篠
尾

？
）

〃
杉

谷
休

（
篠

尾
？

）
篠

尾
-吉

右
衛

門
？

20
安

田
・

一
鳳

（
善

）
〃

〃（
道

修
町

小
西

利
助

）
林

右
衛

門
？

休
〃

本
山

-半
〃

杉
谷

篠
尾

（
篠

尾
？

）
〃

？
21

安
田（

熊
）・

一
鳳（

善
）

〃
〃

〃
（

あ
わ

ざ
？

）
〃

〃
〃

杉
谷

〃
（

篠
尾

？
）

〃
？

22
〃

〃
〃

休
〃

〃
杉

谷
ほ

り
（

篠
尾

？
）

〃
・

弥
？

23
〃

〃
い

せ
や

？
　

休
？

休
休

〃
杉

谷
-半

休
ほ

り
（

篠
尾

？
）

弥
？

24
江

村
（

善
・

熊
）

〃
〃

い
せ

や
？

休
〃

（
御

本
山

）
〃

休
ほ

り
（

篠
尾

？
）

弥
？

25
江

村
（

善
・

熊
）

〃
〃

梅
や

（
あ

わ
ざ

？
）

〃
〃

休
休

（
篠

尾
？

）
弥

？
26

江
村

（
善

・
熊

）
〃

〃
し

さ
？

鳳
林

寺
〃

〃
休

（
篠

尾
？

）
休

27
江

村
（

善
・

熊
）

〃
〃

鳳
林

寺
御

本
山

〃
〃

休
（

篠
尾

？
）

28
〃

〃
鳳

林
寺

〃
〃

〃
篠

尾
（

篠
尾

？
）

29
〃

〃
休

〃
〃

〃
（

篠
尾

？
）

30
？

（
善

・
熊

）
〃

〃
〃

〃
休

？
？

：
同

日
に

二
人

あ
り

？
：

作
事

場
不

明
※

７
月

は
六

月
と

書
か

れ
る

が
、

続
き

方
や

墨
の

状
態

か
ら

七
月

の
誤

り
と

考
え

ら
れ

る
（

　
　

）：
続

け
て

記
入

　
作

事
場

不
明

：
大

の
月

二
重

に
記

載
さ

れ
て

い
る

部
分

表
１

　
天

保
９

年
勘

左
衛

門
の

仕
事

状
況
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六
十
五
巻
一
号

日
正

月
２

月
３

月
４

月
５

月
６

月
７

月
８

月
９

月
10

月
11

月
12

月
1

（
杉

谷
？

）
足

病
気

足
病

気
（

弥
三

右
衛

門
？

）
（

弥
三

太
夫

？
）

弥
三

太
夫

（
弥

三
太

夫
？

）
休

福
井

休
2

（
杉

谷
？

）
（

弥
三

右
衛

門
？

）
（

弥
三

太
夫

？
）

弥
三

太
夫

（
弥

三
太

夫
？

）
弥

三
右

衛
門

休
3

（
杉

谷
？

）
福

井
行

（
弥

三
右

衛
門

？
）

（
弥

三
太

夫
？

）
弥

三
太

夫
（

弥
三

太
夫

？
）

弥
三

右
衛

門
休

　
弥

三
太

夫
-半

4
（

母
弔

（
四

十
九

日
））

休
（

弥
三

右
衛

門
？

）
（

弥
三

太
夫

？
）

弥
三

右
衛

門
（

弥
三

太
夫

？
）

弥
三

右
衛

門
弥

三
太

夫
5

休
（

杉
谷

？
）

（
弥

三
右

衛
門

？
）

（
弥

三
太

夫
？

）
弥

三
右

衛
門

（
弥

三
太

夫
？

）
弥

三
右

衛
門

弥
三

太
夫

6
（

杉
谷

？
）

（
弥

三
右

衛
門

？
）

（
弥

三
太

夫
？

）
弥

三
右

衛
門

（
弥

三
太

夫
？

）
弥

三
右

衛
門

弥
三

太
夫

7
（

杉
谷

？
）

（
弥

三
右

衛
門

？
）

（
弥

三
太

夫
？

）
弥

三
右

衛
門

弥
三

太
夫

-半
弥

三
右

衛
門

弥
三

太
夫

8
（

杉
谷

？
）

（
中

野
手

付
）

（
弥

三
右

衛
門

？
）

（
弥

三
太

夫
？

）
弥

三
右

衛
門

-半
弥

三
太

夫
弥

三
右

衛
門

弥
三

太
夫

9
（

杉
谷

？
）

弥
三

太
夫

（
弥

三
太

夫
？

）
弥

三
太

夫
？

弥
三

太
夫

弥
三

太
夫

10
休

（
弥

三
太

夫
？

）
（

弥
三

太
夫

？
）

弥
三

太
夫

？
弥

三
太

夫
弥

三
太

夫
11

休
　

内
へ

も
と

り
（

弥
三

太
夫

？
）

弥
三

太
夫

？
弥

三
太

夫
弥

三
太

夫
12

（
杉

谷
？

）
（

弥
三

太
夫

？
）

弥
三

太
夫

？
弥

三
太

夫
弥

三
太

夫
13

杉
谷

（
杉

谷
？

）
（

弥
三

太
夫

？
）

弥
三

太
夫

？
弥

三
太

夫
弥

三
太

夫
14

（
杉

谷
？

）
（

杉
谷

？
）

（
弥

三
太

夫
？

）
弥

三
右

衛
門

-半
弥

三
太

夫
弥

三
太

夫
15

（
杉

谷
？

）
（

杉
谷

？
）

弥
三

太
夫

弥
三

右
衛

門
弥

三
太

夫
弥

三
右

衛
門

弥
三

太
夫

16
（

杉
谷

？
）

足
病

気
弥

三
太

夫
弥

三
右

衛
門

弥
三

右
衛

門
弥

三
右

衛
門

弥
三

太
夫

17
（

杉
谷

？
）

弥
三

太
夫

弥
三

太
夫

弥
三

右
衛

門
弥

三
右

衛
門

弥
三

右
衛

門
弥

三
太

夫
18

（
杉

谷
？

）
弥

三
太

夫
弥

三
太

夫
弥

三
太

夫
弥

三
右

衛
門

弥
三

右
衛

門
弥

三
太

夫
19

（
杉

谷
？

）
弥

三
太

夫
弥

三
太

夫
弥

三
太

夫
弥

三
右

衛
門

-半
弥

三
右

衛
門

弥
三

太
夫

20
（

杉
谷

？
）

休
弥

三
太

夫
弥

三
太

夫
弥

三
右

衛
門

弥
三

太
夫

21
（

杉
谷

？
）

弥
三

太
夫

弥
三

太
夫

弥
三

太
夫

弥
三

右
衛

門
弥

三
太

夫
22

（
杉

谷
？

）
同

弥
三

太
夫

弥
三

太
夫

弥
三

右
衛

門
23

（
篠

尾
へ

？
）（

杉
谷

？
）

（
弥

三
太

夫
？

）
弥

三
右

衛
門

弥
三

太
夫

弥
三

右
衛

門
弥

三
右

衛
門

24
（

杉
谷

？
）

（
弥

三
太

夫
？

）
弥

三
右

衛
門

弥
三

太
夫

（
半

休
）

弥
三

右
衛

門
弥

三
右

衛
門

25
（

杉
谷

？
）

（
弥

三
太

夫
？

）
弥

三
右

衛
門

弥
三

太
夫

弥
三

右
衛

門
弥

三
右

衛
門

26
（

杉
谷

？
）

弥
三

太
夫

弥
三

右
衛

門
弥

三
太

夫
弥

三
右

衛
門

弥
三

太
夫

27
（

杉
谷

？
）

〃
弥

三
太

夫
弥

三
右

衛
門

弥
三

太
夫

28
（

杉
谷

？
）

足
病

気
・

出
釘

〃
弥

三
太

夫
弥

三
右

衛
門

弥
三

太
夫

29
（

杉
谷

？
）

足
病

気
足

病
気

弥
三

右
衛

門
弥

三
太

夫
？

弥
三

太
夫

（
弥

三
太

夫
？

）
弥

三
右

衛
門

弥
三

太
夫

30
（

杉
谷

？
）

（
〃

？
）

弥
三

太
夫

弥
三

右
衛

門
弥

三
太

夫
-半

７
月

以
降

：
作

事
場

ご
と

に
日

を
記

入
〃

：
同

（
　

　
）：

続
け

て
記

入
　

作
事

場
不

明

表
２

　
天

保
10

年
勘

左
衛

門
の

仕
事

状
況

：
大

の
月

二
重

に
記

載
さ

れ
て

い
る

部
分


